
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第２学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・感想や自分の意見を書く場合に，何となく文章化できるものの，経験の浅さや語彙力の低さから適

切な文章を書くことが難しい。日常的に文章を書くことや，様々な言葉に触れ語彙力を高める必要

がある。 

・意見を述べるときや発表をするときに，自信の無さや恥ずかしさが先行し，思い切った発表がなか

なかできない。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和４年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・授業中にノートを使う習慣を付け，気持ちや感想などを書く練習をしている。 

・朝読書の時間，図書の時間を設け，読書により語彙力や文章力を高めるよう指導している。 

・朝の会，帰りの会で，楽しかったことや嬉しかったことなどの発表をし，児童同士の相互発表や意見

交換の場としている。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①朝の会，帰りの会で日直がスピーチをし，感想や質

問を言い合い，伝え合い活動を行う。 

②１日１回は文章を書く時間を設け，全員が発表を

行う。 

＜検証方法＞ 

❶内容が適切であり，主語や述語の使い方が合って

いるか。 

❷句読点の使い方に気を付け，文章の構成がきちん

とできているか。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・毎日のスピーチや発表により，自分の意見や感想

などをスムーズに言えるようになってきた。 

・お互いの意見を聞いたり，質問したりする習慣が

付いてきた。 

＜課題＞ 

・自分で話題を考えることに苦手意識をもっている。 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・想像力に乏しいことが見受けられるため，想像力

を膨らませる物語を読んだり，語彙力を身に付け

たりする指導を行う。 

・自分で創作できる力を付けていく。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自ら考え，思いや考えを表現できる児童 

 

  



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第２学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・計算の繰り上がりや繰り下がりの概念が定着しておらず，具体物や指を使って視覚的に数を移動して

考える必要のある児童がいる。また，数字だけ処理をしようとし，計算ミスへとつながることがある。 

・文章問題において，書いてある文章を理解することができるが，物事の順序を正確に理解したり，事

実を想像して計算に結び付けたりすることが難しい。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和４年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・問題文，式の本質を考え，学習している内容の理解にじっくりと取り組んでいく。 

・算数の学習と日常生活を結び付け，日頃から算数で学んだ知識や経験を活かせる場面を提示していく。 

・ドリルやプリントなどで反復練習を行い，学習内容の定着に努める。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①教科書の例題を基に，日常的に算数を用いて解決で

きる方法を探ったり，問題と式の関係を考える場を

設けたりして，算数を考える経験を高める。 

②ベーシックタイムや空き時間を利用し，デジタルド

リルで自学習を進める。 

＜検証方法＞ 

❶算数の言葉を用いて説明したり，日常の中での算数

を活用したりできているか。 

 

❷デジタルドリルを自分で進め，反復学習ができてい

るか。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・算数の授業以外でも数や計算を用いたり，何かをは

かったりする場面があった。 

・計算スキルやテストが早く終わると，自分でデジタ

ルドリルに取り組めるようになった。 

 

＜課題＞ 

・一度の計算で終わらせ，見直しをしないで計算ミス

することが多い。 

・問題文をじっくりと読んで考えていない。 

 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留意

すべき事項 

・何を問われて，何を答えるのか，問題の意図をしっ

かりと読み取ることができるようにする。 

・見直しを必ずするように指導する。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 問題の意図を理解し，適切に答えることができる児童 

 

  



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第２学年 生活科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・観察した様子をカードに書く際に，文章として書くことに苦手意識をもっている。 

・表現力，語彙力の低さから，自分の言葉で何と言えばよいか，書けばよいかに迷ってしまい，先に進

めない状況がある。 

・早く終わらせることに固執し，丁寧さに欠けたり，作品の完成形を見出せずに終わりにしてしまっ

たりする児童がいる。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和４年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・観察に行く前に，観察の視点を具体的に説明するようにしている。（大きさ，形，におい，触った感

じなど。） 

・使える言葉を話し合ったり，似た言葉に言い換えたりすることで，語彙を増やしていく。 

・作品の完成例を提示し，工夫の余地や進め方について助言する。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①観察カード等のワークシートは，記述がし易いよ

うにヒントを明記し，事前に説明を十分に行う。 

②観察の視点や使える言葉を黒板に提示し，観察時

や意見発表の場で使えるようにしていく。 

＜検証方法＞ 

❶適切な言葉を用いてワークシート等に記述ができ

ているか。 

❷発表の場で，自分で考えた言葉を使って意見や感

想を述べることができるか。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・観察の視点をもち，自分でワークシート等に記述

できるようになってきた。 

・友達の意見や感想を聞き，自分の考えに取り入れ

て使ったり，別の言葉に言い換えたりすることが

できるようになってきた。 

 

＜課題＞ 

・語彙力が少ないため，繰り返し同じ言葉を使うこ

とがある。 

 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・次学年での教科はなし。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 語彙力を高め，適切な言葉を使って表現できる児童 

 

  



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第２学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・学習に対して，意欲的に取り組んでいる。 

・音やリズムに対する感覚が豊かで，歌や楽器の習得が早い。 

・学習が楽しくなってくると，めあてから離れて思い思いの活動を始めてしまうことがある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和４年度未就学のため，記載なし。 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・帯活動として，リズムに合わせて楽器を自由に触れる時間を設定し，楽器の扱い方や音の出し方，鳴

り方を体験的に理解できるようにする。 

・歌唱や器楽の演奏は，範唱や範奏を何度も繰り返し，自然と覚えられるようにする。 

・児童の興味関心に合わせてレパートリーを決定し，蓄積していく「歌の本」を作り，意欲的に学習に

取り組めるようにする。 

・可視化した「学習のめあて」を提示し，活動中も内容を繰り返し確認したり，めあてに沿った声かけ

や価値付けをしたりする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①動画等の撮影，視聴を通して，自分たちの演奏

を客観的に見られるようにする。 

②「学習のめあて」に対する指導を工夫する。 

 

＜検証方法＞ 

❶年２回実施される授業評価アンケートの実施内

容を分析する。 

❷各授業における発言や振り返りの内容を分析す

る。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・「学習のめあて」を理解し，授業ごとに見通しをも

って学習に臨むことができた。特に，それぞれの授

業で身に付けたい内容を，自分たちでフォーカス

することができるようになった。 

＜課題＞ 

・特になし。 

 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・楽しみながら学習に取り組むことで，学習内容の

より確実な定着が期待できる。 

 

・学習への取組の切り替えにやや時間がかかってし

まうことがあるが，十分な時間を確保したり，素早

く切り替えられる声かけをしたりするなどの工夫

があれば，しっかりと学習に臨むことができる。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自分の表したい音楽表現を明確にイメージし，様々な工夫をしながら取り組むことができる児童 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第２学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・作品作りにおいて，時間短縮や面倒臭さが優先され，「これで完成でいい」と丁寧さに欠けたり，工

夫をして改善しようしなかったりすることがある。 

・経験の乏しさや想像力の低さから，既存のものに固執したり，新しいものを生み出す発想をしようと

しなかったりする児童が多い。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和４年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・作品例を提示したり，工夫の仕方などを話し合ったりし，作品作りを豊かにするよう指導する。 

・作品作りの中でよかった点を学級で共有したり称賛したりすることで，作品を工夫して改善する余

地について理解を深めていく。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①教科書の作品例や作品カードを提示し，作品のよ

い点や工夫できる点について話し合う。 

②作品作りにおいて，作成過程で声掛けをし，個に応

じた助言や補助を行う。 

＜検証方法＞ 

❶本時で話し合ったことが，作品作りに活かされて

いるか。 

❷できあがった作品が，本人の理想としている物と

なっているか。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・友達にアドバイスやヒントをあげたり，聞いたり

する活動が自然にできていた。 

・友達同士での意見交換が作品作りの工夫につなが

り，活かされていた。 

 

＜課題＞ 

・友達に頼ってしまい，自分の考えが薄れてしまう

ことがある。 

 

 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・使う道具類が増えていくため，的確に使えるよう

に導入指導をしっかり行う。 

・一つ一つの作業を丁寧に行う。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自分の思いを形や絵に表現できる児童 

 

  



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第２学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・やったことが無い運動や知らないことにチャレンジすることを恐れ，やりたくない，できないと諦

めてしまうことがある。 

・少人数であるがため，多彩なグループを作ったり，意見を出したりすることが困難である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和４年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・スモールステップで達成感を味わせる活動をしていく。 

・数多くの遊びを経験させ，自分達で工夫していくことやルールの改善につなげていく。 

・活動の経験を振り返り，よかった点や改善点を話し合う場を設ける。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜成果＞ 

①同じ系統の遊びから，遊び方の工夫や改善点を話

し合い，新しい活動へと結び付けていく。 

②授業の最後に，よかった点や改善点について意見

交換をし，技術力の向上につなげる。 

＜検証方法＞ 

❶自分達で意見を出して，遊びや活動を工夫して行

うことができたか。 

❷運動や活動をする際に，自分の技術を高めようと

意識したり努力したりすることができたか。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・どんな運動遊びにもチャレンジし，やり遂げよう

と頑張ることができていた。 

・友達と協力したり，競い合ったりする中で，運動の

質が高まっていた。 

 

＜課題＞ 

・人数的なことや能力的なことで，運動の種類が制

限されることもあった。 

 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・チャレンジ精神は旺盛なので，できることを増や

し，様々な技能を高めていきたい。 

 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 最後まであきらめずに挑戦し，自らの能力を高めていける児童 

 


